


取付け上の注意取付け上の注意

・ラッチ本体を交換する場合、ドアにあるネジ穴に楊枝やマッチ棒
 を詰めて木ネジがよく効くようにしてください。

・電動ドライバーは使用しないでください。

・手回しドライバーは力の入りやすい柄の大きなプラスドライバー
 （No.2）を使用して確実に締め付けてください。
※柄が小さいと力が入りません。
※取付ネジの十字の溝とドライバー先端のサイズが合わなかったり、
　先端が傷んだドライバーではしっかり締め付けることができま
   せん。
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 酸性やアルカリ性の洗剤
　（トイレ用洗剤や住宅用洗剤等）

 漂白剤
 シンナー等の有機溶剤
 ブラシ等硬いもの

①指輪及び硬質なものでキズを付けないようご注意ください。
　塗膜はがれの原因となる場合があります。
②汚れ落としには中性洗剤以外の洗剤・漂白剤・シンナー等で拭かない
   でください。変色・はがれ等の原因になります。
③お手入れの際に洗剤や水分が残らないよう、最後は必ず柔らかい布
   でから拭きしてください。

お手入れする際の注意お手入れする際の注意

※特にラッチ本体や座が破損している場合は、速やかにお取り替えください。
　部屋への閉じ込め防止の為、応急処置はハンドルをはずして、ラッチ本体を抜き取ってからハンドルをつけてください。但し施錠はできなくなります。
※枠の変形、ドアの反り等で、ラッチボルトの掛かりが悪くなった場合には、専門業者に相談し調整が必要です。
　メンテナンスしないで使い続けますと壊れる原因になります。

ハンドルの動き（上下）

■水拭きでも落ちない汚れの場合・・・①②③を行ってください。
■から拭きでも落ちない汚れの場合・・・②③を行ってください。
■軽い汚れの場合（定期的なお手入れ）・・・③を行ってください。

①3％程度に薄めた
中性洗剤を使用する

やわらかい布

中性洗剤 やわらかい布

②水拭きする

やわらかい布

ゴシゴシ強くこする

③から拭きする

汚れの程度に応じたお手入れ方法汚れの程度に応じたお手入れ方法

◎室内用ドアロックは普段何気なくご使用頂いておりますが、乱暴な操作や取付ネジがゆるんだ状態で
　使い続けますと故障の原因になり、ドアが開かなくなる等、思わぬ大きな事故にもつながります。
　日頃のちょっとしたご注意とお手入れで、安全に永くご使用頂けますので、ぜひご参考ください。

ハンドル動き（下のみ）

上には動きません

ハンドル動き（下のみ）

上には動きません

1 2






















